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　G 大学の学生 1 年～4 年の 300 名を対象に質問紙
調査を実施した。回答に不備のあったものを除き，
最終的に 289 名（1 年生：127 名，2 年生：91 名，3
年生：6 名，4 年生：65 名）を分析対象とした。男
性 120 名（42％），女性 169 名（58％），平均年齢


























＝ .90）のうち因子負荷量が高い 6 項目と，古市・
玉木（1994）が作成した学校享受感尺度（10 項目，

































































































































































IV-1 人気 IV-2 いじられ IV-3 地位 IV-4 納得度
IV-1 人気 Pearson の相関関係 1 .351** .642** .147*
IV-2 いじられ Pearson の相関関係 .351** 1 .156* .063
IV-3 地位 Pearson の相関関係 .642** .156* 1 .283*























































































































































































　本研究の限界を 2 点挙げる。1 点目は，質問形式
が回想法であったことである。回想法では，当時の
ことを正確に測定することは厳しい。現在と過去と
で混同したり，過去を美化してしまう傾向があると
考えられる。倫理的配慮を行った上で高校生を対象
に調査を実施することで，また異なる結果が出てく
るだろう。
　2 点目は，調査協力者の幅が狭いということであ
る。本研究では，大学 1 校に質問紙を依頼し回答を
求めた。教育学部かつ教師志望の学生が多かったこ
とから，比較的学校に適応してきた人からデータを
集めるということになった。他大学でも実施するこ
とで，調査者の幅を拡げることができ，よりリアリ
ティのある結果が期待できるだろう。
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